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Ⅰ．はじめに  

                                  

所長 佐藤茂樹  

 

 本研究所は、広く人文・社会、自然の諸領域にわたる専門の学術理論及び応

用に関する総合的な研究を行い、学術・文化の創造と発展に貢献するとともに、

地域社会に寄与することを目的としています。  

 2016 年度の広島女学院大学学術研究助成の交付件数は、「学会特別助成」１

件、および、「学術研究助成」４件でした。この「学術研究助成」は、現在、募

集を停止しているのとは違い、新たな趣旨で始まったものです。今年度から、

これまで一律であった個人研究費を減じ、そのプール分を、精力的に研究して

いる教員の、高度な研究に対して研究費を交付するものです。審査の基準とし

て、過去５年間の研究成果を点数化し、基準点以上を対象候補としています。

この「研究業績得点査定基準」は、過去、総合研究所で検討されながらも、問

題を指摘する声もあり、実施されていなかったものです。今回は、この基準を

原則、利用することとし、内容については今後の課題としました。後期に募集

し、４件の応募があり４件ともに、価値ある研究と認められたのでした。この

「学術特別助成」は１年間の交付ということもあり、科研費等の公的研究助成

の採択を目指した研究のための助成として、位置づけたいと思っています。  

2016 年度科学研究費補助金の採択は３件で、継続分を含めて７件です。ほか

に分担金の配分が７件ありました。また、公益財団法人等による研究助成金の

交付が４件ありました。『広島女学院大学論集』を刊行し 7 編の論文を掲載す

ることができました。  

 本研究所に所属する特別専任研究員１名は、２年任期の２年目でした。自身

の研究課題に取り組むほか、週３回、月は９時～17 時まで、水は９時～13 時

まで、金は９時～13 時まで、図書館でラーニング・アドバイザーとして、学生

に対して学習支援を行ないました。客員研究員１名も、自らの研究課題の究明

と研究成果の社会への還元に努めました。研究員の活動の詳細については、本

年報「研究員の活動報告」をご覧ください。  

 今年度、上記のような研究活動を行いました。地域との連携は、大学にとっ

てますます重要となりますが、その専門的部署として、本学では、地域連携セ

ンターが担うことになっています。本研究所は、学術研究支援、および、科学

研究費などの公的資金の公正な使用のための、適正な管理・運営を取り扱いま

す。全教員にＣＩＴＩの受講を定めました。今後は、グリーンブックへと変更

します。本学においては、不正な使用はこれまでなかったのですが、文部科学

省から強く求められている、公的研究費の不正使用への防止対策の実施母体と
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して、その責任を果たさなければなりません。不正防止のための規定は昨年度

策定しましたが、一点、「研究データの保存」については定めていませんでした。

今年度、規定を策定することが出来ました。総務課作成の規定案を、総合研究

所委員会で加筆修正しました。規定の策定に当たった総務課の方々に感謝申し

上げます。  

本研究所のあり方についてのご意見、ご希望がございましたら、お聞かせく

ださいますよう、よろしくお願いいたします。  
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Ⅱ. 2016 年度広島女学院大学学術研究助成 

【研究概要報告書】 
 

〔個人研究〕 

 

20世紀アメリカ文学における電気エネルギー表象 

 

国際教養学部 国際教養学科 専任講師 勝井 慧 

 

１．研究の目的 

 本研究の目的は 20世紀のアメリカ文学における「電気エネルギー」の表象を分析するこ

とで、新しいエネルギーに対する拒絶と受容、および科学と宗教に対する作家の葛藤を考

察することである。 

1920年代から 60年代という 20世紀前半を代表するアーネスト・ヘミングウェイの作品

を中心として分析を行い、新興エネルギーに対する葛藤を文学作品から読み取ることで、

21世紀におけるエネルギー問題に対する人々の反応を推察することも本論の目的である。

分析の対象はヘミングウェイの著作に限らず、同時代の電気技術に関する書籍、特にパリ

万博やシカゴ万博に関する書籍も分析対象とする。 

 

２．研究の概要 

2016年度はアーネスト・ヘミングウェイの 1920年代から 60年代に至る短編小説、長編

小説における「電気」「電灯」の描写を抽出し、その描かれ方の傾向や変化を分析した。 

１）作品の読解および高速スキャナーを用いて重要な単語を検索することで、これまで

目を向けられることの少なかった晩年の作品や書簡集、伝記などからも重要な記述

を抽出することができた。 

２）電気技術に関する社会学、文化研究の書籍も国内外から取り寄せ、作品が描かれた

当時の社会背景を研究した。特にパリ万博に関する資料は 19世紀から 20世紀への

文明の転換期を示す非常に重要な資料であった。 

 

３．今後の予定 

作品の分析から得られた情報をさらにヘミングウェイが生きた当時の社会的状況や同時

代の他の作家の電気技術への反応などを合わせて研究を進め、国際ヘミングウェイ協会な

どにおいて発表を行い、論文として発表する予定である。本研究が完成したのちにはこれ

までのヘミングウェイ作品と「五感」表象に関する研究と共に単著としてまとめる予定で

ある。 

 

４．研究の成果 

今回の研究の成果は日本アメリカ文学会中四国支部にて 2017年 6月に口頭発表予定。 
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〔個人研究〕 

 

食事由来のヒスチジンがヒスタミン合成およびアレルギー発症に及ぼす影響 

 

研究代表者 人間生活学部管理栄養学科 准教授 妻木 陽子 

 

1. 研究の目的と意義 

 アレルギー症状の引き金となるヒスタミンは、肥満細胞内において必須アミノ酸である

ヒスチジンから合成される。通常の食事たんぱく質に含まれるヒスチジン量は非常に多く、

我々は日常的に十分量以上のヒスチジンを摂取していることになる。過剰なヒスチジンは

体内で代謝されるため蓄積されることはないとされているが、肥満細胞内に取り込まれた

ヒスチジンがヒスタミン合成にどれだけ利用されるのか、そのメカニズムは明らかとされ

ていない。従って、ヒスチジンからヒスタミンへ合成される経路が明らかとなれば、高ヒ

スタミン状態の素地を制御するための食事からのアプローチの可能性を見出すことができ

ると考える。本研究では、過剰なヒスチジンがヒスタミン合成を助長するのか、または、

恒常性を保つのか、肥満細胞で利用されるメカニズムについて、合成と輸送の観点より検

討を行うことを目的とする。 

 

2. 研究方法 

RBL-2H3細胞（ラット好塩基球性白血病細胞）および KU812細胞（ヒト好塩基球様細

胞株）を高ヒスチジン環境下で長期間培養し、肥満細胞内におけるヒスタミン合成のメカ

ニズムを以下の 3点から解明する。 

1）アレルギー反応へ及ぼす影響（脱顆粒の誘導）：β-ヘキソサミニダーゼ遊離率 

2）ヒスタミン合成へ及ぼす影響（細胞内ヒスタミン濃度の測定）：ELISA法 

3）肥満細胞内への輸送経路の解明（輸送体の検出）： RT-PCR法 

 

3. 研究結果および考察 

 高ヒスチジン環境下で、RBL-2H3 細胞の細胞生存率を検討した結果、実験開始日を

100%とした場合 3 週目で 84%となり、増殖率の有意な低下が見られた。このことから、

培養期間は 3 週間程度として検討を行うことが適当であると考えられた。また、β-ヘキソ

サミニダーゼ遊離率から解析した脱顆粒の誘導は、高ヒスチジン条件下での培養から 2週

目で特に上昇することが確認された。細胞内ヒスタミン濃度の測定は、現在、解析段階で

あるが、短時間での高ヒスチジン環境下においても、ヒスタミン濃度の上昇が認められて

いる。このことから、長期間の高ヒスチジン環境において、ヒスタミンの合成が促進され

る可能性が考えられる。ヒスチジンの輸送経路については、RT-PCR法により、RBL-2H3

細胞、KU812 細胞いずれも PHT1 の遺伝子発現が認められたが、PEPT1 および PEPT2

の遺伝子発現は認められていない。 

今後は輸送経路の解明として輸送体の検出を行うほか、KU812 細胞を用いた解析を進

めていく。研究成果については、関連学会にて発表する予定である。 
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〔個人研究〕 

 

多様なジャンルや様式を相対化する音楽鑑賞学習モデルの開発 

 

人間生活学部幼児教育心理学科 准教授 森保 尚美 

 

１ 研究の目的 

 本研究は、多様なジャンルや様式を相対化する音楽鑑賞授業モデルを開発することを目

的とした。義務教育における現行の音楽科鑑賞学習は、1960年代のアメリカの教育改革を

契機に、「リズム」「音色」などの概念を、音楽活動を通して習得する考え方のカリキュラ

ムで進められている。また、授業過程においては、音楽的要素に着目して指導計画を構成

し、典型的な様式を聴取する方法が一般的である。本研究では、このような概念中心のカ

リキュラムに生活中心のカリキュラムの考え方を融合させる。生活中心のカリキュラムは

アメリカでは 1930年から 1950年頃，日本では 1946年から 1958年頃に重視されたが、今

日では、教科学習と多様な文化を結び、現代社会における身体性の喪失という課題を解決

する意義があると考えられる。本研究では、「踊りの音楽」「多様な歌い方」といったテー

マをもとに、音楽ジャンルや様式の異なる複数楽曲を組み合わせた題材構成モデルを構想

する。 

 

２ 研究の方法 

多様なジャンルの中から、物語と音楽の諸要素の関連をとらえる「創作浄瑠璃」や、か

らだの動きと音楽の諸要素の関連をみる「クラシックバレエ」、ラテンダンスから「サルサ」

を取り上げて調査した。また、県内の附属小学校においてスイスのヨーデルと青森県のホ

ーハイ節の歌い方を比較鑑賞する出前授業を実施・考察する他、公立小学校において「酒

造り唄」をテーマにした合唱と民謡の比較鑑賞授業を観察・分析した。教授場面や授業場

面については、参与観察によりデータを収集した。 

 

３ 研究経過と概要 

音階の特徴やリズムカウントの特徴、各ジャンルの教授方法の特徴から、授業における

音楽鑑賞に適用できる知見が得られた。テーマをもとに楽曲を相対化する学習過程は、文

化的な情報量が過多になりやすい反面、児童に授業過程や題材構成のつながり方が伝わり

やすいことが見出された。また踊りの調査では、学校が所有する打楽器の活用や、リズム

指導時の指導言語に関する有益な示唆が得られた。 

 

４ 研究成果の公表 

（論文） 

１．「時代やジャンルをまたぐ鑑賞題材の検討 ―題材構成の要因に着目して―」，中国四

国教育学研究紀要（CD-ROM版）Vol.62，2016，pp.636-641 

（発表） 

１．森保尚美「時代やジャンルをまたいだ鑑賞方法の価値の検討」中国四国教育学会第 68

回大会，2016年 11月 
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Ⅲ. 2016 年度広島女学院大学学術研究特別助成報告 

 

 

 

学会特別助成 

  

・佐藤 茂樹 国際教養学部 国際教養学科 教授 

日本文芸学会 2016年6月25日‐26日 
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Ⅳ. 2015 年度広島女学院大学学術研究助成 

【研究成果報告】 
 〔共同研究〕 

研究代表者 小林文香 

研究分担者 楢﨑久美子 

 

テーマ  共生社会に資する「生きる力」を育むための学習支援に関する研究 

 

 

成果１）学会誌等 

小林文香 「大学生の高等学校における家庭科住居領域の学びの現状」 

『広島女学院大学人間生活学部紀要』 第 4号 2017年 3月 

pp.87-94 広島女学院大学人間生活学部 

 

楢﨑久美子 「教員養成課程学生への学習支援実践と課題」 『広島女学

院大学人間生活学部紀要』 第 4 号 2017 年 3 月 pp.1-15 

広島女学院大学人間生活学部 

 

２）口頭発表 

楢﨑久美子 「教職課程学生への学習支援実践と課題」 第 63回日本家政

学会中国・四国支部大会 2016年 10月 2日 愛媛大学 
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Ⅴ. 特別専任研究員の活動報告 
 

久村 希望 

 

1. ラーニング・アドバイザー学修支援について 

 

本学では、2010 年 4 月より本学図書館、自由パソコンコーナー「ユースフル・コモンズ」（Useful 

Commons）に常駐のラーニング・アドバイザー（以下、L.A.）を配置し、個別の学修支援相談に応じ

てきた。2013年 4月にはアカデミック・サポート・センター（以下、ASC）が光風館 3階に、講習会

や学修会、個別学修相談に応じる学修支援室として開設された。このように二極化していた学修支援を、

2015年7月からL.A.をASCの傘下に入れ学修支援を一本化した。それにともない、講義形式、個別支

援、単発の支援など学生が利用しやすい環境を整備し、支援をおこなうことができるようになった。ま

た、学修支援者の名称をL.A.とし、図書館（Useful Commons、Heartful Commons）、ASC（光風館3

階）に配置している。このように学修支援体制が一本化され、今年度で2年目を迎えようとしている。 

尚、2016年度の詳しい活動内容については、ASCから提出される活動報告をご参照願いたい。 

 

 

(1) 2016年度の問題点と今後の目標 

 

学修支援がASCに統括され2年目に入り、新入生対象のオリエンテーションでの紹介、セミナ

ー、講座等のポータルサイトへの掲載、リーフレットの作成、ポスターの掲示、関連ゼミや講義等

での広報により認知度が高まってきている。新学期には新入生への支援が増加したこともその成果

の現れである。今後も、上記に挙げた内容に工夫を加え認知度の向上に努めていきたい。 

学修支援を通じて、学修に対する学生のニーズが年々変化してきているように感じる。学年によ

る差もあるが、学修に対する意識が支援を求める声にも反映されているのではないだろうか。今年

度は例年より卒業論文への取り組み時期が遅く、文献資料の利用が減少しているように見受けられ

ることも含め、支援を求める声も減少傾向にあった。文献資料の活用方法等、レポートや課題の取

り組み方に対する支援を更に強化していくことで、継続的な学修の手助けとなるような取り組みに

もより力を入れていきたい。学生のニーズに合わせた学修支援に今後も取り組んでいきたい。 

また、支援者人数の確保、支援分野の充実、支援側の指導力の向上も必要である。今年度、学修

相談に応じているL.A.は、大学院日本言語文化・英米言語文化・生活科学修了者の計5名であった。し

かし、本学で学生支援がどの程度必要とされているか不明確であるため、今後、L.A.の人数確保ができ

るのかどうか不安なところである。学修支援を必要とする学生の立場に立ち、学生のニーズにそった学

修支援がおこなえる場所として発展していくことを願う。また、学修支援の必要性に目を向けて頂け

るよう更なる支援の活性化を目指すとともに、学生生活の充実に寄与する場となるよう願っている。 
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2．2016年度の研究概要ならびに研究成果一覧 

 

(1) 研究概要 

  

今年度は、御伽草子『御曹子島渡』に於ける異郷「喜見城の都」について考察をおこなった。渋川版

『御伽草子』に所収の説話に於ける異郷を捉え直し、異郷の持つ意味や役割について再検討し新たに位

置づけることを目的とした。 

御伽草子『御曹子島渡』に描かれる「喜見城の都」は、鬼が棲むことから鬼の異郷として捉えられて

きた。また、喜見城の都が蝦夷にあることから、弘仁二（八一一）年の蝦夷征討などに見られる以夷制

夷策から発想を得て、日本という内部に対し、外部である蝦夷、アイヌの人々を鬼とし、兵法を奪い取

ることで日本が神国であることを示した物語であると論じられてきた。蝦夷に住む人々を鬼とした、鬼

の棲む異郷として「喜見城の都」は位置づけられてきたのである。 

しかし、「喜見城」とは本来、須彌山の山頂に存在するという帝釈天の城を示す言葉であることから、

鬼の異郷としてではなく天界の異郷として捉え直すことができると考えた。よって、主人公である御曹

子義経、かねひら大王を始めとする鬼、あさひ天女との関連性も踏まえ考察することにより、帝釈天の

城の要素が強く反映されていることを明らかにした。鬼の棲む異郷は地獄と関連づけて負の要素を持つ

異郷として捉えられがちだが、「喜見城」の持つ本来の意味から地獄とは相反する異郷として位置づける

ことができた。 

研究成果の一部は、6月に広島女学院大学で開かれた日本文芸学会大会で発表した。この成果を含め、

『日本文芸学』に論文が掲載されることが決まっている。 

 

(2) 2016年度の研究成果一覧 

 

 ○口頭発表（学会） 

 「『御曹子島渡』論―鬼の異郷「喜見城の都」を中心として―」、第53回日本文芸学会大会(於：広島

女学院大学)、2016年6月25日。 

 

 ○論文 

  「御伽草子『御曹子島渡』の異郷―鬼の異郷「喜見城の都」を中心として―」、『日本文芸学』

第53号、査読有、2017年発行予定。 

 

 ○その他（司会） 

  「『丹後国風土記逸文』の天女と乙姫―巫女的存在としての可能性―」、畑恵理子、司会、第 17 回

日本文芸学会研究集会(於：関西学院大学梅田キャンパス)、2016年9月10日。 
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Ⅵ. 客員研究員の活動報告 

田中 圭子 

1. 研究テーマ 

中世近世薫物文化の文献学的研究――「新作薫物」の発祥と実相、史的変遷を中心に 

2. 活動概要 

 稿者は、奈良時代以前に大陸から渡来した芳香剤の一種・薫物（たきもの）の処方や調

合法を主題とする薫物書（たきもののしょ）について研究している。2012 年度以降は日本

の中世から近世にかけて行われた薫物文化の実相と変遷の解明を目的とした調査研究活動、

及び成果を市民に公開、還元することを目的としたワークショップや講演等のアウトリー

チ活動に取り組んでいる。 

 2016 年度には次の(1)から(5)の活動を実施した。 

(1) 研究代表者としての公的研究費による調査研究活動 

 独立行政法人日本学術振興会科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）「挑戦的萌

芽研究」補助事業「中世近世薫物文化の文献学的研究――「新作薫物」の発祥と実相、史

的変遷を中心に」（課題番号 26580046）の研究計画を遂行。研究期間は 2014（平成 26）年

度から 2016（平成 28）年度の 3年間。 

 2016 年度には、京都大学附属図書館に収蔵さ

れる菊亭家（今出川家）関係の貴重書の調査研究

を実施して成果を論文化するとともに、研究期間

中に収集した薫物書の釈文を電子化することに

より、テキストの精査と内容分析を行った。以上

の活動の他に、薫物書の伝承に記載される江戸時

代以前の人物の閲歴に関する資料調査も行い、実

在の人物の薫物に関する新たな業績及び人脈の

発掘と検証に努めている。 

 以上の活動を通して得られた成果に基づき、所

属学会及び所属研究会及び国内の研究拠点及び

団体において、実際の薫物を使用したポスター展

示発表及びワークショップ形式の講演を実施し

た他、研究紀要及び論文集において学術研究論文

の執筆を行い、研究成果の公開による社会との対

話及び社会への還元に努めた。 

写真 1： 第 40 回国際日本文学研究集会会場に

設置したパネル及び展示物（薫物 5種） 



11 

 

 研究の進捗状況はおおむね順調であるが、2015 年 2 月 4 日発行の翠川文子氏著『香道文

献目録――所蔵館別――』（香道双書；資料１、香書に親しむ会、清水書院）において、69

件 154 点の新出資料の所蔵情報が報告されたことから、構築中の薫物書釈文データベース

に大幅な拡張及び検証の必要が生じた。これらの新出資料の調査研究及びデータベースへ

の入力には数年にわたる活動計画及び予算を要することから、本研究に継続する形での新

たな補助事業への助成を申請中である。 

(2) 連携研究者等としての公的研究費による調査研究活動への参加 

 学外の研究代表者が実施する次の 2 件の公的研究費による調査研究活動に連携研究者及

び研究協力者として参加して、日本古代文学及び日本文化を対象に実施した従来の研究成

果の一部を提供することにより、学界への知識の還元及び社会との対話の実現に努めた。 

① JSPS 学術研究助成基金助成金、基盤研究(C)、研究代表者中尾友香梨（佐賀大学、文化

教育学部、准教授）、「地域の文化財群としての小城鍋島藩蔵書の研究―その全貌の解明と

具体例の分析」、課題番号 15K02251、役割：連携研究者 

・ 2016 年 9月 2日（金）―4日（日）、「小城鍋島文庫研究会」への参加、文献調査、於・

佐賀大学附属図書館 

・ 2017 年 5月 14 日（日）、「佐賀大学地域連携センター第 10 回地域連携フォーラム」への

参加、薫物体験の実施、題目「肥前鍋島家と薫物――霊元天皇勅作「黒方」と「玉椿」

の香りを楽しむ」、於・佐賀大学 

② JSPS 学術研究助成基金助成金、挑戦的萌芽研究、研究代表者伊藤鉄也（国文学研究資

料館、教授）、「視覚障害者と共に古写本の仮名文字を読み日本古典文化を共有するための

挑戦的調査研究」、課題番号 15K13257、役割：研究協力者 

・ 2016 年 12 月 9日（金）、「古写本『源氏物語』の触読研究会」への参加、研究発表、於・

国立民族学博物館 

・ 2016 年 12 月 10 日（土）、「古写本『源氏物語』の触読研究会」における研究内容に係る

調査の実施、香合に転用された舶来品の拝観、於・古田織部美術館 

(3) データベースの構築 

 平安時代の類纂と伝わる『薫集類抄』を始めとした薫物諸書に載録される薫物の名称及

び処方を登録したデータベースを構築、拡大中である。完成すれば、平安時代から明治時

代までの類纂と伝わる薫物諸書の釈文を網羅した同類文の探索及び比較が容易になるほか、

記述内容の分類、分析をより精密に実施することができる。また、新出資料の書誌をいち

早く分析、解明することも可能になる。例えば、特定の人物の氏名や略称を検索値に設定

して、この人物が考案ないし所持したと伝わる処方を検出したり、特定の分量によりある

香具を使用した処方を検出したりすることが容易に実施できる。検出した情報を活用すれ

ば、薫物の文献や関連する事象に精通していなくても、処方ごとの正統性の検証や先後関

係を含む影響関係の解明等が可能になる。 

 次年度以降には、公益財団法人陽明文庫伝来する 69件 154 点の新出資料を始めとした未
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検討の薫物書の閲覧調査を実施してそれらの釈文をデータベースに入力する計画である。

データベースは 2020 年度をめどに researchmap 等の既存の電子媒体を活用して段階的に公

開する。古代から近代にわたる薫物文化の実相と史的変遷について文献学的に跡付ける為

の研究資源として社会に還元したい考えである。 

 (4) アウトリーチ活動の実施 

 2015 年度より、研究成果を用いたアウトリーチ活動として、鳩居堂製造株式会社社長熊

谷直久氏の協力を得て復元された薫物を、所属学会研究会及び国際研究集会において展示

している他、薫物の調合作業を体験できるワークショック形式の講演を実施している。 

中古文学会及び国際日本文学研究集会における計 3 回の展示発表時には、英文資料も用

意して海外から来場した研究者に配布した。英文資料の作成にあたっては、2015 年度の中

古文学会春季大会以来継続して、京都府立大学名誉教授米倉綽先生に和文資料の英語訳を

お引き受けいただいている。 

2016 年度に実施した各活動の概要は次の通りである。開催情報については本報告書の 3.

においても報告する。 

① 中古文学会交流広場（フリースペース） 

 2016 年 5 月 21、32 両日（土、日）開催の中古文学会春季大会（於・早稲田大学国際会議

場井深大記念ホール）及び同年 10 月 22、23 両日（土、日）開催の同学会秋季大会（於・

大阪大学豊中キャンパス大阪大学会館）において、会員が研究成果をアピールする場とし

て設けられた「交流広場（フリースペース）」に復元した各種薫物を出展し、貴族的教養の

実態を身近に体感できる機会を提供した。両展示の概要は、春季大会にて配布した資料「藤

原公任の薫物（たきもの）――京都

大学附属図書館菊亭文庫所蔵「薫物

秘蔵抄」載録「後徳大寺左府書」逸

文より」及び秋季大会にて配布した

資料「藤原公任の薫物(たきもの)（二）

――京都大学附属図書館菊亭文庫所

蔵「薫物秘蔵抄」載録「後徳大寺左

府書」逸文より」において和文及び

英文により記述し、展示ブースに設

置して来場者に配布した。 

② 内海文化研究施講演会 

 2016 年 6 月 27 日（月）開催の第 36 回季例会・公開講演会（広島大学文学研究科附属内

海文化研究施設主催、於・広島大学西条キャンパス）において、「芸州厳島ゆかりの人物と

薫物（たきもの）――受け継がれる王朝のみやび――」と題した講演を実施した。当日は、

厳島にゆかりの深い有力者らのうち薫物を愛好して秘方秘説を蒐集、考案したとされる人

物について、平忠盛と厳島御室任助入道親王を中心に紹介して、これらの人物が考案ない

し所持したと伝わる薫物の具材を持参して来場者とともに練り合わせを体験するとともに、

写真 2： 2016 年度中古文学会春季大会「交流広場」に設置した

展示物（薫物 3種） 
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香炉を用いて芳香を発散させることにより、古代人の生活文化と美的感覚に親しむ機会を

提供した。  

③ 点字付き百人一首～百星（ひゃくぼし）の会におけるワークショップ 

 「点字付き百人一首～百星の会」は百人一首和歌を点字により表記した札によりかるた

取りを行う視覚障害者を中心としたグループで、新宿区社会福祉協議会（於・東京都新宿

区）を拠点に活動している。稿者は、視覚障害者とともに古典文学の学習及び研究に取り

組む日本文学研究者より百星の会にご紹介いただき、定期的に実施されている集会の内、

2016 年 7月 16 日（土）に開催された会において、百人一首採録歌人でもある平安時代の貴

顕藤原公任にゆかりの品と伝わる薫物を用いたワークショップを実施した。

 

後徳大寺左府書逸文に記載された藤原公任ゆかりの品と伝わる 6種類 7点の薫物方の内、

薫物「黒方(くろぼう)」及び「梅花(ばいか)」の 2種類 2点の処方、及び後徳大寺左府書

逸文の冒頭脚欄の余白に記載される、室町時代以降に隆盛した新作薫物(しんさくたきも

の)の一種「紅梅(こうばい)」の処方に記された香具を粉末にして持参し、参加者とともに

香具に蜜を混ぜて練り合わせ、少量を手にとって小指の先ほどの大きさに丸めた後に、香

炉に入れてたき匂わせるという活動を実施した。視覚に制限のある参加者の大半は、嗅覚

や触覚といった他の感覚において鋭敏さを備えていると考えられ、薫物の香具の触感とと

もに、香具が生地の状態から香炉で薫（た）かれるまでの段階に渡る香りの変化も敏感に

感じ取っている様子であった。ワークショップの開催を通じて、視覚障害者に薫物の香り

を提示する場合や説明時の必要事項及び留意事項を関係者及び参加者よりご教示いただく

等、貴重な情報を収集することができた。 

④ ピースセミナーにおけるワークショップ形式の講義 

 広島女学院大学国際交流センターでは、奇数年の 5 月及び偶数年の 8 月に海外提携大学

から学生及び教員を招き、本学学生とともに原爆を通して平和について考えるプログラム

「ピースセミナー」を実施している（参考：広島女学院大学国際交流センターオリジナル

サイト http://hjukokusai.blogspot.jp/2016/08/2016.html）。2016 年度には、8月 1日（月）

から 8 日（月）にかけてアメリカ合衆国ボーリング・グリーン州立大学の学生及び教員及

写真 3： 「点字付き百人一首」取り札と対戦の様子。札の表面に点字入りのラミネート加工が施されている。 
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び本学在学生を対象とした同セミナーが開催された。稿者は 8 月 3 日（水）にワークショ

ップ形式の講義’Japanese Traditional Incense Takimono and Literature in the Heian 

Period: Let’s Compound and Burn Takimono in the Incense Burner!’を実施した。会

場では、『源氏物語』梅枝巻で物語の登場人物が調合した薫物の内、開催の時期にふさわし

い種類とされる薫物「荷葉（かよう：蓮葉の意味）」の練り合わせ及び香炉での使用を体験

いただく機会を提供した他、学生との意見交換を行う等して、日本の伝統文化としての薫

物を内外の学生及び研究者に紹介した。 

⑤ 国際日本文学研究集会パネルセッション 

2016 年 11 月 19、20 両日（土、日）開催の第 40回国際日本文学研究集会（於・国文学研

究資料館）において、上記の 2 度の展示内容を総括したパネルセッション「藤原公任と薫

物(たきもの)の伝承」を実施し、国内外から来場した日本文学研究者に対して和文及び英

文による報告及び質疑応答を実施した。稿者のパネルセッションの概要は、同題目の資料

において和文及び英文により記述して展示パネル周辺に設置し、来場者に配布して参考に

供した。研究集会の模様はインターネットの動画サイトにおいて「ライブ配信」された。

各発表の内容については年度末に発行予定の『国際日本文学研究集会会議録』に掲載され

る予定である。 

⑥ 新宿区社会福祉協議会視覚・聴覚障害者交流コーナー合同ワークショップ 

 2016 年 11 月 10 日（木）及び同年 12 月 8 日（木）に開催された視覚・聴覚障害者交流コ

ーナー合同ワークショップ（於・新宿区社会福祉協議会）において、「源氏物語の香りを体

験！～和の香りでにおい袋をつくろう～」と題する講演を実施し、『源氏物語』の時代の香

文化について紹介するとともに、当時の天皇及び貴族に伝来して物語にも登場したとされ

る薫物の処方をもとにした「におい袋」を製作した。対象は視覚・聴覚障害者、及び視覚・

聴覚障害者支援に関心がある人、並びに障害の有無や支援への関心にかかわらずテーマに

関心がある人で、各回おおむね 20 名、のべ 40 名が参加した。最も多かったのは視覚障害

者及びそのガイド役を務める家族やボランティアであり、聴覚障害者については第 1 回目

の開催に 1 名、第 2 回目の開催に 2 名、のべ 3 名が参加した。聴覚障害者の参加にあたっ

ては主催者である社協より 2 名の手話通訳者が参加して、講師との打ち合わせ及び通訳を

行った。香具の取り扱いが効率的かつ簡便に実施できるよう、社協職員から多大な助力と

助言を賜った他、近隣在住の市民の厚意による資材（香袋）の提供、及び関連する古典文

学作品の流麗な朗読が披露される等、充実した開催となった。 

(5) 学術研究誌の発行 

 文献学的手法による基礎研究の進展を期して、薫物書の資料研究を専門とする研究会 

「薫物書研究会」を設立し、2014 年 4 月に電子ジャーナル「薫物書の研究」を創刊。広島

県大学共同リポジトリ（HARP）への掲載をもって発行した。2016 年 10 月には、上記(1)に

よる研究成果を論文化した拙稿「京都大学附属図書館菊亭文庫所蔵「江戸下向雑々覚」翻

刻及び脚注」を掲載した第 3号を発行。第 4号には 2016 年度中の研究成果に基づく学術研

究論文等を掲載して、2017 年 10 月に発行する予定である。 
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3. 研究成果一覧（2016 年 4月～2017 年 5月） 

(1) 学術研究論文 

① 「京都大学附属図書館菊亭文庫所蔵「江戸下向雑々覚」翻刻と脚注」 単著 電子ジ

ャーナル『薫物書の研究』第 3号 ISSN: 2188-5451 薫物書研究会編 広島県大学共同リ

ポジトリ(HARP)  http://harp.lib.hiroshima-u.ac.jp/hju/metadata/12165 2016 年 10 月

発行 pp.1-106.  

② 「薫物文化の実相に照らした『源氏物語』の薫物の特徴――古典籍の触読時における

参考として――（1）「えひの香」及び「えひ香の香」について」 単著 電子ジャーナル

『古写本『源氏物語』触読研究ジャーナル』第 2号 ISSN: 2189-597X 古写本『源氏物語』

触読研究会編 http://genjiito.sakura.ne.jp/touchread/ 2017 年 3月発行 pp.11-34. 

③ 「厳島御室任助入道親王と薫物――薫物秘伝書における「御室」ゆかりの秘方秘説を

中心に――」 単著 『厳島研究』第 13 号 NCID: AA12063874 広島大学世界遺産・厳島

-内海の歴史と文化プロジェクト研究センター編 2017 年 3 月発行 pp.11-24. 

(2) 学術雑誌 

電子ジャーナル『薫物書の研究』第 3号 ISSN: 2188-5451 薫物書研究会（代表・田中圭

子）編（3.-(1)-①） 

(3) 研究発表 

口頭発表 「浮舟巻の「つゝみふみ」と『花鳥余情』勘物――古註釈書に伝わる薫物の贈

答様式について――」 単独 第 4 回古写本『源氏物語』触読研究会 於・国立民族学博

物館 2016 年 12 月 9 日（金） http://genjiito.sakura.ne.jp/touchread/?page_id=712 

(4)  展示・講演・ワークショップ 

① 展示 「藤原公任の薫物(たきもの)――京都大学附属図書館菊亭文庫所蔵「薫物秘蔵

抄」載録「後徳大寺左府書」逸文より」 単独（解説作成及び復元は共同。執筆・田中圭

子、英語訳・米倉綽氏（京都府立大学名誉教授）、薫物調合・熊谷直久氏（鳩居堂製造株式

会社社長）） 中古文学会秋季大会交流広場 於・早稲田大学 2016 年 5月 21 日（土）、22

日（日） 

② 展示 「藤原公任の薫物(たきもの)（二）――京都大学附属図書館菊亭文庫所蔵「薫

物秘蔵抄」載録「後徳大寺左府書」逸文より」 単独（解説作成及び復元は共同。執筆・

田中圭子、英語訳・米倉綽氏（京都府立大学名誉教授）、薫物調合・熊谷直久氏（鳩居堂製

造株式会社社長）） 中古文学会秋季大会交流広場 於・大阪大学 2016年10月 22日（土）、

23 日（日） 

③ ワークショップ 「香り名人の百人一首の歌人・藤原公任の香りを再現する」 単独

（薫物の復元は共同。薫物調合・熊谷直久氏（鳩居堂製造株式会社社長） 点字付き百人
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一首～百星（ひゃくぼし）の会 於・新宿区社会福祉協議会 2016 年 7月 16 日（土） 

④ ワークショップ・講義 「Japanese Traditional Incense Takimono and Literature in 

the Heian Period: Let’s Compound and Burn Takimono in the Incense Burner! 日本

伝統の香「薫物」と平安文学 ～お香の調合と薫き合わせ体験～」 単独（薫物の復元は共

同。薫物調合・熊谷直久氏（鳩居堂製造株式会社社長）） 2016 年度ピースセミナー Peace 

Seminar w/BGSU 2016 於・広島女学院大学 2016 年 8月 3 日（水） 

⑤ パネルセッション 「藤原公任と薫物(たきもの)の伝承」 単独（解説作成及び復元

は共同。執筆・田中圭子、英語訳・米倉綽氏（京都府立大学名誉教授）、薫物調合・熊谷直

久氏（鳩居堂製造株式会社社長）） 第 40 回国際日本文学研究集会 於・国文学研究資料

館 2016 年 11 月 19（土）、20日（日） 

⑥ ワークショップ・講演 「源氏物語の香りを体験！～和の香りでにおい袋をつくろう

～」新宿区社会福祉協議会視覚・聴覚障害者交流コーナー合同ワークショップ 於・新宿

区社会福祉協議会 2016 年 11 月 10 日（木）、12月 8 日（木） 

⑦ ワークショップ・講演 「肥前鍋島家と薫物――霊元天皇勅作「黒方」と「玉椿」の

香りを楽しむ」 単独（薫物の復元は共同。薫物調合・熊谷直久氏（鳩居堂製造株式会社

社長） 佐賀大学地域連携センター第 10 回地域連携フォーラム 於・佐賀大学 2017 年 5

月 14 日（日） 

(5) その他 

資料紹介 「小城鍋島文庫蔵書解題稿」 分担（芸道書担当） 小城鍋島文庫研究会（発

行準備中） 
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Ⅶ. 2016 年度広島女学院大学学術研究助成 

【交付一覧】 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究種目 研究代表者氏名 研究題目 助成期間 助成決算額

個人研究（一般） 勝井　慧 20世紀アメリカ文学における電気エネルギー表象 2016 344,369

宮本　陽子 『イタリア旅行記』を行き直すサド 2016 15,273

妻木　陽子
食事由来のヒスチジンがヒスタミン合成およびアレル
ギー発症に及ぼす影響

2016 449,000

森保　尚美
多様なジャンルや様式を相対化する音楽鑑賞学習
モデルの開発

2016 379,109

1,187,751計
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Ⅸ. 2016 年度科学研究費補助金 

【交付一覧】 
 

 

 本紙上では研究代表者への交付についてのみ報告し、研究分担者として学内外から受け

た配分額については記載しない。 

 

 

 

 

 

 

研究種目

審査区分
研究代表者氏名 研究題目 研究期間

直接経費

間接経費

基盤研究(C) 900,000

一般 270,000

1,500,000

450,000

1,100,000

330,000

200,000

60,000

若手研究(B) 1,000,000

300,000

1,900,000

570,000

1,000,000

300,000

7,600,000

2,280,000

9,880,000

計

１・２歳児における身体活動に関する評価基準作成
に向けた試み

在外教育施設における高校生の特異性の解
明とそれに基づく指導法の開発

2015-2016関谷　弘毅
研究活動ス
タート支援

福田　道宏

挑戦的萌芽
研究

田中　圭子
中世近世薫物文化の文献学的研究―「新作
薫物」の発祥と実相、史的変遷を中心に

近世宮廷絵師の画系、出自的背景と宮廷社
会に関する基礎研究

2016-2019

直接経費・間接経費　合計

真木　利江
ナショナル・トラストによる１８世紀イギ
リス風景庭園の保存・復元手法

2014-2016

中村　勝美
イギリスにおける中等教育試験の成立―高
大接続の視点から

2016-2018

2014-2016

2014-2016
南部アフリカ・カリバ湖の漁業資源をめぐる社会の
動態

伊藤　千尋

2016-2018田中　沙織



広島女学院大学総合研究所規程 

1992. 10. 7 制 定 

1993. 12.17 改 正 

1999.  1. 7  〃 

1999.  3. 2  〃 

2001.  5. 7  〃 

2007.  4. 1  〃 

2015.  3. 3  〃 

2015. 10. 6  〃 

 

（名 称） 

第１条 広島女学院大学学則第49条に基づいて、本学に研究所を置き、広島女学院大

学総合研究所（以下「研究所」という。）と称する。 

（目 的） 

第２条 研究所は、広く人文・社会・自然の諸領域にわたる専門の学術理論及び応用に

関する総合的な研究を行い、学術・文化の創造と発展に貢献すると共に地域社会の進

展に寄与することを目的とする。 

（事 業） 

第３条 研究所は前条の目的を達成するために、次の事業を行う。 

(1) 理論的研究・実態調査研究及び実験研究 

(2) 調査・研究のために必要な資料の収集・整理 

(3) 研究発表及び研究報告書の編集・刊行 

(4) 大学論集の編集・発行 

(5) 国内外の大学及び研究機関との交流 

(6) 調査・研究の受託 

(7) 広島女学院大学学術研究助成費の運営・管理 

(8) 科学研究費補助金等公的研究費の運営・管理 

(9) その他研究所委員会で必要と認めた事業 

（研究部門） 

第４条 研究所は、研究活動の推進をはかるため、人文・社会・自然科学の諸部門を設

ける。 

（組 織） 

第５条 研究所に所長、研究所員、研究員及び事務職員を置く。 

２ 研究所に専任研究員を置くことができる。 

（所 長） 
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第６条 所長は学長に直属し、学長が学部教授会の議を経て専任教員の中から任命す

る。 

２ 所長は研究所の業務を統括し、研究所を代表する。 

３ 所長の任期は２年とする。ただし再任を妨げない。 

（研究所員） 

第７条 本学の専任教員は、すべて研究所員となる。 

（研究員） 

第８条 研究員は、専任研究員、兼任研究員、客員研究員とする。 

２ 専任研究員は、別に定める規程により研究所委員会の選考に基づき、大学評議会の

議を経て、学長が任命する。 

  ただし、所長が必要と認めた場合、その推薦による特別専任研究員を置くことがで

きる。特別専任研究員については別に定める。 

３ 専任研究員の身分は、前項ただし書きによるものをのぞき、教授、准教授、専任講

師、助教とする。 

４ 兼任研究員は、各学部専任教員のうち、研究所委員会の推薦と所属長の承認を経て

学長が委嘱する。 

５ 客員研究員は、研究所委員会の推薦に基づき、学長が委嘱する。 

（事務職員） 

第９条 事務職員は、第３条各号に関する事務を処理する。ただし、第６号の事務につ

いては別に定める規程、取扱内規によるものとする。 

（研究所委員会） 

第 10条 研究所に研究所委員会を置く。 

２ 研究所委員会は、研究の計画、実施及び予算、決算、研究所の運営に関する重要事

項について審議する。 

３ 研究所委員会は所長、専任研究員、総合研究所事務課長、学科主任、学科副主任に

よって構成される。 

４ 研究所委員会は所長が招集し、その議長となる。 

５ 研究所委員会の委員の任期は、所長を除き１年とする。ただし、再任を妨げない。 

（規程の改廃） 

第 11条 本規程の改廃は、委員会の議を経て大学評議会に諮り、学長が決定して、学

部教授会に報告する。 

 

附 則 

１ 本規程は 2007 年 4月 1日から施行する。 
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附 則 

１ 本規程は、第３条第８号及び第 10条第３項を改正し、第３条第５号及び第９号、

第 11条を加える。 

２ 本規程は 2007 年 4月 1日から施行された規程の附則 2を削り、2015 年４月１日か

ら施行する。 

  附 則 

１ 本規程は、第３条第４号を削除し以下１号繰り上げ、第９条を改正して、2015 年４

月１日から施行する。 
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広島女学院大学倫理審査委員会規程 

 

2015. 5. 13 制定   

2016. 4.  5 改正   

 

（目 的） 

第 1 条 この規程は，広島女学院大学（以下「本学」という。）における教職員が行う人を対象と

する研究について，広島女学院大学「人を対象とする医学系研究」に関する倫理指針、及び広島

女学院大学利益相反管理指針に沿って，人間の尊重及び人権が守られ，研究の適正な推進が図ら

れるよう，学長の命を受けて研究の実施又は継続の適否，その他の研究に関する必要な事項につ

いて，倫理的及び科学的な観点から中立的かつ公正に調査・審議し，学長に審議結果を上申する

ことを目的とする。 

 

（審議の対象） 

第 2 条 広島女学院大学倫理審査委員会（以下「委員会」という。）が審議する内容は，人を対象

とする研究（以下「研究」という。）とする。 

 

（委員会の役割・責務等） 

第 3 条 本学の委員会は，倫理的及び科学的な観点から中立的かつ公正に調査・審議し，学長に文

書により上申する。特に，侵襲（軽微な侵襲を除く。）を伴う研究で介入を行うものについて，

問題と思われる場合は，研究計画の変更または研究の中止に関し必要な意見を上申することがで

きる。 

2 委員会は次の各号に掲げる事項を調査・審議する。 

  ⑴ 研究の目的および研究計画内容の妥当性の審査〔想定される個人への不利益及び危険性と

学術上の予測（貢献度）〕 

  ⑵ 研究における倫理的配慮の妥当性の審査（インフォームド・コンセント，個人情報の保護，

情報の保管など） 

  ⑶ 社会的信頼を確保するための研究者と研究内容との利益相反の審査 

  ⑷ 研究開始後のモニタリング及び監査に関する調査 

  ⑸ その他，学長より指示のあった研究内容に関する事項 

 3 委員及び事務に従事した者は，その業務上知り得た情報を正当な理由なく漏らしてはならな

い。その業務に従事しなくなった後も同様とする。 

 

（委員会の組織） 

第 4 条 委員会は委員 5 名以上で構成し，次の要件のすべてを満たす委員で構成されなくてはなら

ない。なお⑴～⑶にあげる委員は，それぞれ他を同時に兼ねることはできない。 

  ⑴ 医学・医療の専門家等，自然科学の有識者が含まれていること。 

  ⑵ 倫理学・法律学の専門家等，人文・社会科学の有識者が含まれていること。 

  ⑶ 研究対象者の観点を含めて一般の立場から意見を述べることのできる者が含まれているこ
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と。 

  ⑷ 本学に所属しない者が含まれていること。 

  ⑸ 男女両性で構成されていること。 

  ⑹ 委員会は審査の対象や内容等に応じて，有識者に意見を求めることができること。 

  ⑺ 委員名簿は本学のホームページで公表すること。 

2 委員の任期は 2 年とし，再任を妨げない。ただし，委員に欠員を生じたときは，これを補充し

その任期は前任者の残任期間とする。 

3 委員会に委員長を置き，委員の互選によって定める。 

4 委員長に事故があるとき，または委員長の職務が執行できない場合は，委員長が予め指名した

委員がその職務を代理する。 

5 委員が審査を依頼した場合は，その委員が委員会の審議及び意見の決定に同席してはならない。

その場合，委員が 5 名に満たない場合には，委員長が委員代理を決定して補充する。 

6 委員会の事務は総合研究所に置く。 

 

（委員会の招集と議事） 

第 5 条 委員長は，委員会を招集し，その議長となる。 

2 委員会は委員の 3 分の 2 以上が出席し，かつ第 4 条第 1 項第 2 号および 3 号の委員が出席し

なければ開くことができない。 

3 申請者は委員会から求められた場合には，委員会に出席し，申請内容等を説明すると共に意見

を述べることができる。 

4 審査の判定は出席委員の 3 分の 2 以上の多数により決するものとし，次の各号に掲げる表示に

より行い，学長に提出する。 

  ⑴ 非該当と思われる 

  ⑵ 承認すべき 

  ⑶ 条件付承認すべき（一部修正が必要である） 

  ⑷ 変更の勧告が必要と思われる 

  ⑸ 不承認すべき 

 

（申請手続及び判定の提案） 

第 6 条 審査を申請しようとする者は倫理審査申請書および利益相反申告書に必要事項を記載し，

委員長に提出しなければならない。また、迅速審査を希望する者は迅速審査依頼書を提出するこ

ととする。 

2 委員長は審査終了後速やかにその判定を学長に提案しなくてはならない。 

3 前項の通知をするにあたっては，審査の判定が第 5 条第 4 項第 3 号，第 4 号又は第 5 号であ

る場合は，その条件又は変更・不承認の理由等を記載しなければならない。 

 

（迅速審査） 

第7条 申請者より迅速審査依頼書の提出があり、委員長が迅速審査に該当すると判断した場合は、

当該委員会が指名する委員による審査（以下「迅速審査」という。）を行い、学長に審査結果を

上申することができる。なお，迅速審査の結果は委員会の意見として取り扱うものとし，当該
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審査結果は全ての委員に報告されなければならない。 

 ２ 迅速審査手続きによる審査に委ねることができる事項は以下の通りとする。 

  ⑴ 他の研究機関と共同して実施される研究であって，すでに当該研究の全体について，共同

研究機関において倫理審査委員会の審査を受け，その実施について適当である旨の意見を得

ている場合の審査。 

  ⑵ 研究計画書の軽微な変更に関する審査 

  ⑶ 侵襲を伴わない研究であって，介入を行わないものに関する審査 

  ⑷ 軽微な侵襲を伴う研究であって，介入を行わないものに関する審査 

 

  なお，迅速審査の申請者は迅速審査依頼書に必要事項を記載し，委員長に提出しなければなら

ない。 

 

（審査資料の保管） 

第 8 条 委員会で審査を行った研究に関する審査資料は，当該研究の終了について報告された日か

ら 5 年を経過した日まで保管する。 

 

第 9 条 本規程の改廃は，委員会の議を経て大学評議会に諮り，学長がこれを行い，学部教授会に

報告する。 

 

 

附  則 

 1  本規程は，2015 年 5月 13 日から施行する。 

附  則 

 1  本規程は，第７条を改正し 2016 年 4月 1日から施行する。 
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広島女学院大学 利益相反管理指針 

 

2015. 5. 13 制定    

 

1 趣旨 

人を対象とする医学系研究は，医学・健康科学及び医療技術の進展を通じて，国民の健康の保持・

増進並びに患者の傷病からの回復及び生活の質の向上に大きく貢献し，人類の健康及び福祉の発展

に資する重要な基盤である。研究を充実させ持続するためには，大学の教職員が学外の企業・団体

と連携活動等（共同研究，受託研究等）を行うこともある。しかしその場合，連携先との間に経済

的な利益（役員就任や株式保有，あるいは多額の報酬等）が発生することも考えられる。企業との

経済的利益関係それ自体が否定的に評価されるべきものではないが，研究本来の真理探究の目的に

弊害が生じる可能性や，弊害が生じているかのごとく疑われる可能性もあり，研究者は自らの中立

性と透明性を維持し，社会への説明責任を果たすことが求められている。 

 この広島女学院大学利益相反管理指針（以下「管理指針」という。）は広島女学院大学（以下「本

学」という。）における教職員が行う人を対象とする医学系研究の実施にあたり，利益相反の状況

について自主的に開示（自己申告）し，中立性と透明性を維持し，社会への説明責任を果たす内容

を定めたものである。 

 

2 根拠 

 本学の倫理指針は、「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針（平成 26 年 12 月 22 日文部

科学省・厚生労働省告示第 3 号）」の趣旨に沿って制定する。 

 

3 利益相反開示の目的 

本学の教職員が人を対象とする医学系研究（以下「研究」という。）を行うにあたり，自らの社

会的信頼を確保するために，本学が定める基準（施行細則）に従って，利益相反の状況について別

紙様式第 1 にて自主的に開示（自己申告）し，中立性と透明性を維持し，社会への説明責任を果た

すことを目的とする。 

 

4 定義 

 本学における利益相反とは，「個人としての利益相反」を意味する。 

真理探究を目的とした研究ならびに高等教育を行う大学と，営利追求を目的とした活動を行う企

業・団体との間で，その目的や役割が違うことから，教職員が企業・団体との関係で有する利益と，

教職員の大学における責任とが衝突する状況が生じることがある。このような状況を「個人として

の利益相反」といい，本学の利益相反の定義とする。 

 

5 責任体制 

利益相反の管理を適正に行うための責任体制を，「利益相反管理指針」に基づき，次のとおりと

する。 

5．1 組織 
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 本学の管理指針を適正に実施・監督できるようにするため，次の組織とする。 

 ① 管理指針の運用責任者は，学長とする。 

② 学長は本学の管理指針に定める権限を総合研究所長に委任することができる。 

 ③ 学長は本学の倫理指針が適正に実施されるように，中立的かつ公平に評価する機関としての

倫理審査委員会の意見を尊重する。 

 ④ 利益相反の自己申告に記載された内容については，申告者本人が責任を負うものとする。 

 

5．2 責務 

① 学長の責務 

ア 学長は倫理審査委員会の意見を尊重し，研究の実施の許可又は不許可を決定しなければなら

ない。 

イ 学長は研究者の利益相反の自己申告について，虚偽の事実または虚偽の情報について報告を

受けた場合には，必要に応じて倫理審査委員会に意見を求め，その意見を尊重するとともに，

必要に応じて速やかに，研究の停止，研究発表や論文発表の中止，研究者の処分等，適切な対

応をとらなければならない。 

 

 ② 研究者等の責務 

 ア 研究者等は個人の責任において，利益相反の状況について別紙様式第 1 にて自主的に開示（自

己申告）し，中立性と透明性を維持し，社会への説明責任を果たさなければならない。 

 イ 研究者等は，医薬品又は医療機械の有効性又は安全性に関する研究等，商業活動に関連し得

る研究を実施する場合には，当該研究に係る利益相反の状況を研究計画書に記載しなければな

らない。また，その場合は，インフォームド・コンセントを受ける手続きにおいて，利益相反

の状況を研究対象者等に説明しなければならない。 

 ウ 研究者等は，自己申告した利益相反の状況において，申告漏れや申告間違いがあった場合に

は，速やかに学長に報告しなければならない。 

 

 ③ 倫理審査委員会 

 倫理審査委員会は学長の命を受け，本学の管理指針を適正に運用するため，中立的かつ公平に

評価し，問題があると疑われる場合には，学長に審議結果を上申することができる。 

 

6 自己申告の内容 

 ① 企業や営利を目的とした団体の役員，顧問職 

 ② エクイティ（株式，出資金，ストックオプション，受益権など）の保有の有無 

 ③ 企業や営利を目的とした団体からの特許使用料 

 ④ 企業や営利を目的とした団体から，会議の出席（発表）に対し，研究者を拘束した時間・労

働に対して支払われた一定額以上の報酬（講演料など） 

 ⑤ 企業や営利を目的とした団体がパンフレット等の執筆に対して支払った一定額以上の原稿料 

 ⑥ 企業や営利を目的とした団体が提供する一定額以上の研究費 

 なお，利益相反の申告すべき事項の詳細は，広島女学院大学利益相反管理施行細則にて定める。 
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7 研究者の異議の申し立て 

研究者は研究の不承認の決定に対し，それらの決定に不服があるときは，その通知があった日か

ら起算して 2 週間以内に，書面により学長に対して異議を申し立てることができる。 

 

8 自己申告書の管理 

利益相反の自己申告書および自己申告に関連して作成された文章は，倫理審査委員会の資料とし

て，個人情報保護の管理に置かれ，審査資料は当該研究の終了について報告された日から 5 年を経

過した日まで保管する。 

なお，利益相反に関する情報は，必要があれば開示の可否，範囲，方法等を検討するが，個人情

報が含まれているため，開示にあたっては申告者と事前に相談する。 

 

9 施行細則の制定 

利益相反に関して開示・公開すべき内容の詳細は，現段階においては社会的に開示基準が確立さ

れていない。そのため，本学の利益相反管理指針では施行細則を制定し，開示する対象や内容の範

囲について，関係学会の内容を参考にして，制定する。 

 

 

附  則 

1 本規程の改廃は，委員会の議を経て大学評議会に諮り，学長がこれを行い，学部教授会

に報告する。 

 2 本規程は，2015 年 5 月 13 日から施行する。 
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広島女学院大学 利益相反管理施行細則 

 

2015. 5. 13 制定    

 

広島女学院大学利益相反管理指針（以下「管理指針」という。）に基づき，利益相反の申告すべ

き事項について，以下のとおり定める。 

 

1 自己申告の内容 

 ① 企業や営利を目的とした団体の役員，顧問職が，1 つの企業・団体あたりからの報酬額が年間

50 万円以上の場合は申告する。 

 ② 株式の保有については 1 つの企業について 1 年間の株式による利益（配当，売却益の総和）

が年間 50 万円以上の場合，あるいは当該全株式の 5%以上を所有する場合は申告する。 

 ③ 企業や営利を目的とした団体からの特許使用料が，1 つの特許権使用料が年間 50 万円以上の

場合は申告する。 

 ④ 企業や営利を目的とした団体から，会議の出席（発表）に対し，研究者を拘束した時間・労

働に対して支払われた報酬（講演料など）が，1 つの企業・団体からの報酬額が年間 50 万円

以上の場合は申告する。 

 ⑤ 企業や営利を目的とした団体がパンフレット等の執筆に対して支払った原稿料が，1 つの企

業・団体からの原稿料が年間 50 万円以上の場合は申告する。 

 ⑥ 企業や営利を目的とした団体が提供する研究費が，1 つの研究に対して支払われた総額が年間

100 万円以上の場合は申告する。奨学寄附金についても，1 つの企業・団体から 1 名の研究代

表者に支払われた総額が年間 100 万円以上の場合は申告する。 

 

 

 

附  則 

1 本規程の改廃は，委員会の議を経て大学評議会に諮り，学長がこれを行い，学部教授会

に報告する。 

 2 本規程は，2015 年 5 月 13 日から施行する。 
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広島女学院大学「人を対象とする医学系研究」に関する倫理指針 

 

2015. 5. 13 制定    

 

1 趣旨 

 人を対象とする医学系研究は，医学・健康科学及び医療技術の進展を通じて，国民の健康の保持・

増進並びに患者の傷病からの回復及び生活の質の向上に大きく貢献し，人類の健康及び福祉の発展

に資する重要な基盤となる。その一方で，人を対象とする医学系研究は，研究対象者の身体及び精

神又は社会に対して大きな影響を与える場合もあり，様々な倫理的，法的又は社会的問題を招く可

能性がある。研究対象者の福利は，科学的及び社会的な成果よりも優先されなければならず，また，

人間の尊厳及び人権が守られなければならない。 

 この広島女学院大学「人を対象とする医学系研究」に関する倫理指針（以下「倫理指針」という。）

は広島女学院大学（以下「本学」という。）における教職員が行う人を対象とする医学系研究の実

施にあたり，遵守すべき事項を定めたものである。また，研究責任者は研究実施前に研究計画書等

を作成し，内容の適否を倫理審査委員会に申請し，学長の許可を受けて研究を適正に実施しなくて

はならない。 

 

2 根拠 

 本学の倫理指針は、「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針（平成 26 年 12 月 22 日文部

科学省・厚生労働省告示第 3 号）」の趣旨に沿って制定する。 

 

3 目的及び基本方針 

本学の教職員が人を対象とする医学系研究（以下「研究」という。）を行うにあたり，研究対象

者の人間の尊厳及び人権が守られ，研究の適正な推進が図られるようにすることを目的として，次

に掲げる事項を基本方針とする。 

 ① 社会的及び学術的な意義を有する研究の実施 

 ② 研究分野の特性に応じた科学的合理性の確保 

 ③ 研究対象者への負担並びに予測されるリスク及び利益の総合的評価 

 ④ 独立かつ公正な立場に立った倫理審査委員会による審査 

 ⑤ 事前の十分な説明及び研究対象者の自由意思による同意 

 ⑥ 社会的に弱い立場にある者への特別な配慮 

 ⑦ 個人情報等の保護 

 ⑧ 研究の質及び透明性の確保 

 

4 定義 

人を対象とする医学系研究（以下「研究」という。）とは，人〔人体から取得された試料（血液，

体液，組織，細胞，排泄物など）・情報を含む。〕を対象として，傷病の成因（健康に関する様々な

事象の頻度及び分布，並びにそれらに影響を与える要因を含む。）及び病態の理解，並びに傷病の

予防方法，並びに医療における診断方法及び治療方法の改善又は有効性の検証を通じて，国民の健
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康の保持・増進又は患者の傷病から回復若しくは生活の質の向上に資する知識を得ることを目的と

して実施される活動をいう。なお，研究には，例えば，医科学，臨床医学，公衆衛生学，予防医学，

歯学，薬学，看護学，リハビリテーション学，検査学，医工学のほか，介護・福祉分野，食品衛生，

栄養分野，環境衛生分野，労働安全衛生分野等で，個人の健康に関する情報を用いた疫学的手法に

よる研究及び質的研究が含まれる。医療，介護・福祉等に関するものであっても，医事法や社会福

祉学など人文・社会科学分野の研究の中には「医学系研究」に含まれないものもある。 

 

5 責任体制 

研究に関する倫理指針を適正に行うための責任体制を，「広島女学院大学『人を対象とする医学

系研究』に関する倫理指針」に基づき，次のとおりとする。 

 

5．1 組織 

 本学の倫理指針を適正に実施・監督できるようにするため，次の組織とする。 

 ① 研究機関の長は，学長とする。 

② 学長は本学の倫理指針に定める権限を総合研究所長に委任することができる。 

 ③ 学長は本学の倫理指針が適正に実施されるように，中立的かつ公平に評価する機関として倫

理審査委員会を設置する（広島女学院大学倫理審査委員会規程は別に定める）。また，倫理審

査委員会の事務は総合研究所に置く。 

 

5．2 責務 

① 学長の責務 

ア 学長は倫理審査委員会の意見を尊重し，研究の実施の許可又は不許可を決定しなければなら

ない（文書により研究者に通知する）。 

イ 学長は実施を許可した研究について，適正に実施されるよう必要な監督を行うとともに，最

終的な責任を負うものとする。 

ウ 学長は，本学の実施する研究に関連して研究対象者に健康被害が生じた場合，これに対する

補償その他の必要な措置が適切に講じられることを確保しなければならない。 

エ 学長は研究者等から研究の継続に影響を与えると考えられる事実，又は情報について報告を

受けた場合には，必要に応じて倫理審査委員会に意見を求め，その意見を尊重するとともに，

必要に応じて速やかに，研究の停止，原因の究明等，適切な対応をとらなければならない。 

 

 ② 研究者等の責務 

 ア 研究者等は，研究対象者の生命，健康及び人権を尊重して，研究を実施しなければならない。 

 イ 研究者等は研究実施前に研究計画書〔インフォームド・コンセント（説明と同意），個人情報

の保護，情報の保管，利益相反等〕を作成して倫理審査委員会に審査申請し，学長の許可を得

て研究を適正に実施しなくてはならない。なお，侵襲を伴わない研究の場合は，必ずしも文章

によるインフォームド・コンセントを受けることを要しないが，文章によりインフォームド・

コンセントを受けない場合には，口頭によりインフォームド・コンセントを受け，説明の方法，

内容並びに受けた同意の内容に関する記録を作成しなくてはならない。 

ウ 研究者等は許可された研究計画書に基づき，原則として被験者に対しインフォームド・コン
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セントを実施しなくてはならない。なお，インフォームド・コンセントの実施にあたり，研究

対象者が未成年者，または成年であってもインフォームド・コンセントを与える能力を欠くと

客観的に判断される場合は，代諾者に実施しなくてはならない。なお，その場合においても，

研究対象者本人にも理解力に応じた分かりやすい説明を行う努力をしなければならない。 

 エ 研究者等は研究対象者等及びその関係者からの相談，問合せ，苦情等に適切かつ迅速に対応

しなければならない。 

 オ 研究者等は，研究に関連する情報の漏えいや有害事象等，研究対象者等の人権を尊重する観

点又は研究の実施上の観点から重大な懸念が生じた場合には，速やかに学長に報告しなければ

ならない。 

 

 ③ 倫理審査委員会 

 倫理審査委員会は学長の命を受け，研究の実施又は継続の適否，その他の研究に関して必要な

事項について，倫理的及び科学的な観点から調査・審議し，学長に審議結果を上申することがで

きる。倫理審査委員会では主に次のことを調査・審議する。 

 ア 研究の目的および研究計画内容の妥当性の審査〔想定される個人への不利益及び危険性と学

術上の予測（貢献度）〕 

 イ 研究における倫理的配慮の妥当性の審査（インフォームド・コンセント，個人情報の保護，

情報の保管など） 

 ウ 社会的信頼を確保するための研究者と研究内容との利益相反の審査 

 エ 研究開始後のモニタリング及び監査に関する調査 

 

6 研究者の異議の申し立て 

研究者は研究の不承認または一部修正の決定に対し，それらの決定に不服があるときは，その通

知があった日から起算して2週間以内に，書面により学長に対して異議を申し立てることができる。 

 

7 大臣等への報告 

学長は本学が実施している又は過去に実施した研究について，基本指針に適合していないことを

知った場合には，速やかに倫理審査委員会の意見を聞き，必要な対応を行うとともに，不適合の程

度が重大であるときは，その対応の状況・結果を厚生労働大臣及び文部科学大臣に報告し，公表し

なければならない。 

 

8 研究に関する登録・公表 

研究責任者は，介入を行う研究について，原則として国立大学付属病院長会議，一般財団法人日

本医薬情報センター又は公益社団法人日本医師会が設置している公開データベースに，当該研究の

概要をその実施に先立って登録し，研究計画書の変更及び研究の進捗に応じて適宜更新しなければ

ならず，また研究を終了したときは，遅滞なく，当該研究の結果を登録しなければならない。ただ

し，研究対象者等及び関係者の人権又は研究者等及びその関係者の権利利益の保護のために非公開

とすることが必要な場合は，この限りでない。 

 

9 教育・研修 

2092-1-3 
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学長は，研究の実施に携わる関係者に，研究対象者の生命，健康及び人権を尊重して研究を実施

することを周知徹底しなければならない。 

 

 

附  則 

1 本規程の改廃は，委員会の議を経て大学評議会に諮り，学長がこれを行い，学部教授会

に報告する。 

 2 本規程は，2015 年 5 月 13 日から施行する。 

2092-1-4 
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広島女学院大学学術研究助成規程 

 

    1994.  1.  31  制 定   
    1994. 11.  7   改 正 2008． 3. 4   〃 
    1995. 10.  2    〃 2008． 7.  1   〃 
    1997.  3. 11    〃 2010. 12.  7   〃 
    1999.  3.  2    〃 2012.  6. 12   〃  
    2000.  3.  7    〃 2014. 5. 13     〃 
    2001. 3. 27    〃 2014. 5. 13     〃 
    2002. 1. 8    〃 2015. 3.  3     〃 
    2002．10． 8    〃 2016. 7. 5     〃 
    2004．10． 5    〃   
    2007． 2.  6   〃 
                                                                                     
                                            
 

第１章  総      則 

 

（制度の趣旨） 

第１条 広島女学院大学における学術研究を奨励し、研究の促進に寄与するため「広島

女学院大学学術研究助成」（以下「研究助成」という。）を設ける。研究助成の取扱に

ついては、本規程の定めるところによる。 

（研究助成の種類） 

第２条 研究助成には、(1) 個人研究（2）共同研究(3) 学術図書出版助成の３種目を置

き、その他必要に応じて学会特別助成を行い、学会特別助成については細則を別に定

める。 

（助成目的と助成対象） 

第３条 各種目の助成目的と対象は以下のとおりとする。 

(1) 個人研究は、個人の研究の奨励を目的とし、教員が個人で進める研究計画を助成 

する。 

(2) 共同研究は、共同で行う研究の奨励を目的とし、教員が共同で進める研究計画を 

助成する。 

(3) 学術図書出版助成は、研究成果刊行の奨励を目的とし、個人又は学内者の共著の 

刊行を助成する。なお、本学専任教員の申請に限り、本学院（高等学校・中学校・

幼稚園）専任教員との共著も含むものとする。 

（助成額と助成期間） 

第４条 各種目の１件ごとの助成額及び助成期間は以下のとおりとする。 

(1) 個人研究においては１年から２年で､単年度50万円以下。総額100万円以下。 

(2) 共同研究においては１年から２年で､単年度100万円以下。総額200万円以下。 
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(3) 学術図書出版助成においては､助成年度の2月末日までに刊行するもので100万円

以下。 

 

第２章  申      請 

 

（研究助成の申請） 

第５条 各年度の研究助成の申請は、図書出版助成は助成年度９月５日(休日に当たる場

合はその翌日)、それ以外の助成については前年度３月末日までとする。 

第６条 研究助成の申請があった時は、第７条に定める申請資格及び第８条に定める申

請要件を満たしている場合、これを受理する。 

（申請資格） 

第７条 各種目の申請資格は以下のとおりとする。 

(1) 個人研究は本学専任教員(任期付教員を含む)個人 

(2) 共同研究は本学専任教員(任期付教員を含む)のグループ 

(3) 学術図書出版助成は本学専任教員(任期付教員を含む) 

２ 研究代表者は、同一種目について複数の申請をすることはできないものとする。 

３ 継続研究の継続期間中、研究代表者は学術図書出版助成と学会特別助成以外の申請

はできない。 

（申請の要件） 

第８条 学術図書出版助成については、助成年度の9月末までに入稿でき、2月末日まで

に刊行を完了する見込みが確実でないものは申請できないものとする。 

 

第３章   審 査 と 決 定 

 

（審査委員会の設置） 

第９条 各年度の研究助成の審査及び配分額を諮問するために総合研究所委員会のもと

に審査委員会を置く。 

（審査委員会の構成） 

第10条 審査委員会は次の委員をもって構成する。 

(1) 総合研究所長 

(2) 各学科主任 

(3) 各学科副主任 

(4) その他審査委員会が委嘱する専門委員 

２ 審査委員会には委員長を置き、総合研究所長がこれにあたる。 

（審査対象からの除外） 

第11条 申請があったもののうち、研究代表者として他の公的助成金等の受給が確定し

たものについては、これを審査対象から除外する。 
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（適格要件及び審査基準） 

第12条 審査委員会は、提出された申請書類に基づいて審査する。 

２ 審査は以下の適格要件について判断する。 

(1) 申請に関する要件及び重複に関する事項 

(2) 過年度における報告義務の履行状況 

３ 審査は以下の項目について行う。 

(1) 研究目的、学問上の必要性の明確さ 

(2) 研究計画の具体性及び申請経費との整合性 

(3) 研究計画全般の総合的判断 

(4) 近年の業績状況 

(5) 出版助成については完成原稿 

（決 定） 

第13条 基準に達したものが多数の場合は、審査委員会において、種目により前条３項

目及び本学助成の受給状況などを総合的に判断して順位を付ける。 

２ 研究助成の各種目の採択件数及び採否は審査委員会の議を経て大学評議会に諮り、

学長が決定する。 

（採択の通知） 

第14条 研究助成の決定が行われた場合、速やかに採否を申請者に通知するものとする。 

 

第４章   助 成 金 の 執 行 

 

（研究計画の変更及び辞退） 

第15条 研究助成の採択後に研究計画の変更が生じた場合、軽微な変更を除いて速やか

に研究計画変更承認申請書を研究所に提出しなければならない。 

２ 採択後に本助成を辞退する場合は、速やかに届けるものとする。 

（助成の停止） 

第16条 研究計画に変更があるにもかかわらず、研究計画変更承認申請書の提出がなか

った場合は、研究助成の執行を停止し、返還を求めることもある。 

 

（研究費の執行） 

第17条 研究助成の執行は研究計画に基づき、交付決定通知以降の支出とし、当該年度

２月末までに完了しなければならない。個人研究、共同研究においては、併せて決算

報告書を提出するものとする。ただし個人研究、共同研究における継続研究の場合は

事前に許可を得て４月１日以降支出することができる。 

２ ２月末以降の執行は、これを認めないものとする。 

（助成金の支出範囲） 

第18条 各種目の支出範囲は別表のとおりとする。 
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第５章   受 給 者 の 義 務 

 

（研究計画に基づく執行） 

第19条 受給者は、審査時に提出した研究計画に基づき、誠実に研究を遂行しなければ

ならない。 

（研究成果の発表・提出） 

第20条 個人研究、共同研究については、各年度末までに所定の概要報告書を提出しな

ければならない。また、助成最終年度の次年度末までに、論集又は学術雑誌等に発表

し、その研究成果を報告しなければならない。学術雑誌以外での成果の発表について

は別に定める。 

２ 学術図書出版については、助成年度内に刊行成果５冊を提出しなければならない。

出版する図書のまえがき若しくはあとがきに「広島女学院大学学術研究助成制度」に

よる出版物である旨を明記するものとする。 

（業務違反） 

第21条 本章に定める義務が遵守されなかった場合、助成を受けた者は当該年度を除き

３年間、本学術研究助成に申請する資格を有しないものとする。 

(研究費の監査) 

第22条 個人研究、共同研究においては、毎年9月末に前年度受給した助成金の執行に

ついて、本学内部監査室が行う監査および実査を受けなければならない。 

 

第６章   そ の 他 

 

（研究助成の事務） 

第23条 本規程に定める研究助成の事務は、総合研究所事務課が担当する。 

 

（規程の改廃） 

第24条 本規程の改廃は、委員会の議を経て大学評議会に諮り、学長がこれを行い、教

授会に報告する。 

 

   附 則 

１ 本規程は、2009年4月1日から施行する。  

２ 本規程についての細則は別に定める。 

   附 則  

１ 本規程は、第7条第2項及び第11条を改正、第7条第4項を削除し、2011年 

3月1日から施行する。 

   附 則 
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１ 本規程は、第10条第1項第3号及び4号を改正し、2012年6月12日から施行 

する。 

   附  則 

１ 本規程は第22条を第23条とし、以下1条ずつ繰り下げ、第21条の次に第22条を 

加えて2014年5月13日から実施する。 

  附 則 

１ 本規程は第24条を加え、第２条、及び第７条第１項第１号から第３号及び第３項、 

及び第12条第３項第４号、及び第13条第１項及び第２項を改正する。 

２ 本規程は、2009年4月1日から施行された改正規程の附則の２を削り同3を１とし 

2015年4月1日から施行する。 

  附 則 

１ 本規程は、第5条及び第8条を改正、第12条第3項に第5号を追加して、2017年4

月1日から施行する。 

 

別表 各種目の支出 

種  目 支出範囲 支出できないもの 

個人研究 

共同研究 

設備備品費（消耗図書を含む） 

消耗品費（複写費を含む） 

旅費＊（グリーン料金を除く） 

謝金 

その他（通信費・印刷製本費 

その他必要と認めるもの） 

研究計画に必要な学会出席旅費・ 

参加費 

 

研究メンバーに対する謝金 

 

その他研究に関連のない経費 

学術図書出版 

助 成 

直接出版経費（組版代･製版代･ 

印刷代・用紙代・製本代） 
編集・校正・特製本等の諸費 

＊継続して30日程度の国外旅費の場合は、当該年度の休暇期間中に行うものとする。 

 ただし、短期間の場合はこの限りではない。 
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広島女学院大学学術研究助成規程細則 

 

                                 1995. 12. 11 制  定 
                                 1996. 12.  3 改  正 
                                 1999.  3.  2   〃 
                                                          2002.  1.  8    〃 
                             2008.  7.  1  〃 
                             2015.  3.  3  〃 
 

（申 請） 

第１条 助成を受ける研究年度の前年度末までに、単価又はセット価格が５万円以上の

ものは見積書を提出する。 

２ 当初の申請に変更のない場合に限り、継続研究の継続申請は不要とする。 

（審査と決定） 

第２条 継続研究の助成額については、年度毎に総合研究所における審査委員会で審査

して大学評議会に諮り、学長が決定する。 

（助成金の執行） 

第３条 継続研究の予算の執行は年度毎とする。 

２ 図書館資料については、「広島女学院図書館資料管理規程」によるが、固定資産とし   

 て計上する資料の基準は、5万円以上とする。 

（受給者の義務） 

第４条 成果の発表については、芸術系の研究の場合芸術活動の記録及び作品を成果と

みなすことが出来る。 

（軽微な変更の範囲） 

第５条 研究方法の変更、分担者の変更、役割分担の変更、単価及びセット価格が５万

円未満の使用内訳の変更は軽微な変更とし、研究代表者の判断に委ねる。単価及び 

 セット価格が５万円以上の設備備品費(資産図書を含む)支出の場合は事前に許可を 

 得て支出するものとする。 

（細則の改廃） 

第６条 本細則の改廃は、委員会の議を経て大学評議会に諮り、学長がこれを行い、学

部教授会に報告する。 

 

   附 則 

１ 本細則は、2009年４月１日から施行する。 

  附 則 

１ 本細則に第6条を加える。 

２ 2009年４月１日から施行された改正内規の附則１を削り、同2を1とし、2015年４ 

月１日から施行する。 
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広島女学院大学「論集」執筆・編集規程 

 

                          1975.  2.    施 行 
                          1989. 12. 20 改 正 
                          1992.  7. 31   〃  
                          1993. 11. 17   〃  
                          1997.  1.  7    〃  
                          1998. 12. 16   〃 
                          1999.  3.  2   〃 
                          2005. 11. 9  〃 
                          2007． 4.  1  〃 
                          2011． 4. 12  〃 
                          2015． 3.  3  〃 
 

第１条 本論集には、専門学術に関する未刊行の論文を掲載する。 

第２条 寄稿者は、本学の教授、准教授、専任講師、助教とする。ただし、共同執筆者

については、寄稿者が共同執筆者として推薦し、総合研究所委員会が認めた者とする。 

第３条 論集の編集及び発行の責任は、総合研究所委員会がこれを負う。 

第４条 論集の発行代表者は学長、編集代表者は総合研究所長とする。編集委員は総合

研究所委員がその任にあたる。 

第５条  論文の内容及び掲載の可否に関する判断は、総合研究所事務課による書面点検

及び委員会での審議により行い、その結果を寄稿者に通知する。 

２ 掲載不可と判断された論文の寄稿者に対しては、その理由を結果とともに通知する。 

３ 編集の都合上、論文の形式等について寄稿者に変更を求めることがある。 

４ 入稿後の大幅な変更及び取り下げについては、理由を明らかにして委員会に諮る。

寄稿者に対して、当該年度を除き2年間の寄稿を停止するものとする。 

第６条 寄稿者は、論文の寄稿時に、不正行為を行わない旨の「広島女学院大学論集へ

の寄稿にあたっての誓約書」を学長及び所長あてに提出しなければならない。 

第７条 論集の発行時期、論文の長さ及び体裁、論文の提出期限、校正等に関する編集

方式については委員会に一任する。 

第８条 委員会は必要に応じてその他の教職員の出席を求めることができる。 

第９条 本論集に掲載された論文の著作権は著者に帰属するものとする。ただし、広島 

女学院大学は本誌に掲載された論文を電子化、または複製の形態などで公開する権利

を有するものとする。 

第10条 不正行為に関する事項については、本学規程第442号「不正行為に係る告発の

処理に関する規程」に則り、適切に対応するものとする。 

第11条 本規程の改廃は、委員会の議を経て大学評議会に諮り、学長がこれを行い、学

部教授会に報告する。 
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  附 則 

  １ 本規程は2007年４月１日から施行する。 

  附 則 

  １ 本規程は第4条及び第5条を改正し2011年4月1日から施行する。 

  附 則 

     １ 本規程に第2条、第3条、第5条第1項及び第4項及び第7条を改正し、

第5条第2項及び第3項、第6条及び第10条、第11条を加える。 

  ２ 本規程は2007年４月１日から施行された改定規程の附則1を削り、同2

を1とし、2015年4月1日から施行する。 
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広島女学院大学学会特別助成規程細則 

 

                         2001. 3. 27 制 定 

                          2008.  7.   1  改 正 

                         2012. 6. 12  〃 

                         2013. 1. 15  〃 

                         2014. 5. 13  〃 

                         2015. 3.  3  〃 

 

（目 的） 

第１条 全国規模の学会で、本学院を会場として開催し、運営費の一部を助成

することにより、本学の学術的広報活動に寄与できるものを対象とする。 

（申 請） 

第２条 学会特別助成の申請は助成の前年度３月末日までとする。 

（助成額と助成期間） 

第３条 当該年度開催される学会に対して１件20万円程度とする。 

（申請資格） 

第４条 学会特別助成は本学専任教員が申請するものとする。 

（審査委員会の設置） 

第５条 学会特別助成の審査及び配分額を諮問するために総合研究所委員会の

もとに審査委員会を置く。 

（審査委員会の構成） 

第６条  審査委員会は次の委員をもって構成する。 

 (1) 総合研究所長 

 (2) 各学科主任 

 (3) 各学科副主任 

 (4) その他審査委員会が委嘱する専門委員 

２ 審査委員会には委員長を置き、総合研究所長がこれにあたる。 

（審査と決定） 

第７条 学会特別助成については、提出された申請書類に基づいて審査委員会が審

査して大学評議会に諮り、学長が決定する。 

（助成金の執行） 

第８条 学会特別助成の執行は、当該年度２月末日までに完了しなければならな 

 い。 

（受給者の義務） 

第９条 助成年度末までに、学会終了報告書（会計報告を含む。）を提出しなけれ

ばならない。 

第10条 毎年9月末に前年度受給した助成金の執行について、本学内部監査室が

行う監査及び実査を受けなければならない。 
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（規程の改廃） 

第11条 本細則の改廃は、委員会の議を経て大学評議会に諮り、学長がこれを行 

い、学部教授会に報告する。 

 

   附 則 

１ 本細則は、2009年４月１日から施行する。 

   附 則 

１ 本細則は、第6条を改正し2012年６月12日から施行する。 

   附 則 

１ 本細則は、第10条を加えて2014年 5月13日から施行する。 

  附 則 

１ 本細則は、第11条を加え、第７条を改正する。 

２ 本細則は、2009年4月1日から施行された改正規程の附則２を削って2015 

年４月１日から施行する。    
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広島女学院大学特別専任研究員規程 

 
2001. 6. 19 制 定 

                                             2004．3． 2  改 正 
                                             2015．3． 3  改 正 

 

(目 的) 

第１条 本学大学院博士後期課程の修了者で、優秀な能力を持った人物の研究を 

 継続・促進するため、総合研究所に特別専任研究員(以下「研究員」という。)を 

 置く。 

(資 格) 

第２条 本学大学院博士後期課程の修了者で、引き続き研究活動を継続して行う 

 ことができ、研究科委員会より推薦された者とする。 

(定 員) 

第３条 原則として定員は１名とする。 

(任 期) 

第４条 研究員の任期は1期１年通算２年とする。ただし、総合研究所委員会が認

めた場合はさらに１年に限り延長することができる。 

(申 請) 

第５条 研究員となる前年度の３月末までに研究計画書を指導教授のもとで作成

し、総合研究所に提出する。 

(審査と決定) 

第６条 総合研究所委員会の審査を経て大学評議会に諮り、学長が決定して任命す

る。 

 給与については別に定める。 

(研究活動) 

第７条 研究員は指導教授のもとで研究活動を行う。ただし、研究活動が不可能に

なった場合は、その旨を速やかに総合研究所長に申し出なければならない。 

(義 務) 

第８条  研究員は研究の概要報告を、研究初年度末までに総合研究所に提出しな 

 ければならない。また、研究活動終了の年度末までに研究成果を学術雑誌等に発

表し、総合研究所に報告しなければならない。 

２ 研究員は総合研究所長の命による義務を担うものとする。業務内容については

別に定める。 

３ 本条に定める義務が遵守されなかった場合、研究員の資格を失うものとする。 

(規程の改廃) 

第９条 本規程の改廃は、総合研究所委員会の議を経て大学評議会に諮り、学長が

これを行い、学部教授会及び研究科委員会に報告する。 
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  附 則 

    １ 本規程は、2004年４月１日から施行する。 

  附 則 

    １ 本規程は、第６条を改正し、第９条を加える。 

    ２ 2004 年 4月 1日から施行された改正規程の附則 2を削り、2015 年 4

月1日から施行する。 
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広島女学院大学における科学研究費補助金及び学術研究助成基金助成金

に関する規程 

2008.1. 8 制 定  

2013.1.15 改 正 

2015.3. 3  〃   

 

（目的） 

第 1 条 この規程は、広島女学院大学（以下「本学」という。）における文部科学省(以

下「文科省」という。)及び日本学術振興会が交付する科学研究費補助金及び学術研究

助成基金助成金（以下「科研費」という。）の運営･管理を事務組織規程第22条に基づ

き、総合研究所事務課（以下「総合研」という。）で行うこと及びその内容について定

める。 

（根拠） 

第２条 科研費の運営・管理については、「補助金等に係る予算の執行の適正化に関す

る法律（法 律第179号）」「補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律施行令（政

令第255号）」「科学研究費補助金取扱規程（文部省告示第110号）」「独立行政法人日本

学術振興会科学研究費補助金（基盤研究等）取扱要領（規程第17号）」「文科省研究者

使用ルール（補助条件）」「学振研究者使用ルール（補助条件）」及び本学の諸規則等の

他、別に定めのない限りこの規程による。 

（責任体系） 

第３条 科研費に関する運営・管理を適正に行うための責任体系を「研究機関における

公的研究費の管理･監査のガイドライン（実施基準）（平成19年2月15日文部科学大

臣決定、平成26年2月18日改正）」（以下「公的研究費のガイドライン」という。）に

基づき、次のとおりとする。 

(1) 科研費について最終責任を負う最高管理責任者は学長とする。 

(2) 科研費について、最高管理責任者を補佐し実質的な責任と権限を持つ統括管理

責任者は、総合研究所長とする。 

(3) 科研費について、実質的な責任者としてのコンプライアンス推進責任者は、学

科主任とする。 

２ 各責任者の具体的な責務については、広島女学院大学における公的研究費の管理・
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監査の基本方針（2015年2月3日学長裁定）に定める。 

３ コンプライアンス推進責任者は、役割の実効性を確保する観点から、必要に応じて

副責任者を任命することができる。副責任者は原則として総合研究所委員会の構成員

から選ばれるものとし、コンプライアンス推進責任者の指示の下に業務を行う。 

（総合研で行う業務） 

第４条 総合研は、科研費について次の業務を行う。 

(1) 科研費研究者名簿（以下「研究者名簿」という。）への登録等に関すること 

(2)  応募・交付申請に関すること 

(3)  交付される科研費（直接経費・間接経費・分担金）の受領、執行・管理に関する 

こと 

(4)  科研費による出張に関すること 

(5)  実績報告に関すること 

(6)  研究成果報告等に関すること 

(7)  内部監査に関すること 

(8)  不正防止とコンプライアンス教育に関すること 

(9)  他の研究機関の科研費に関すること 

(10) 学内外からの業務に関する問合せ及び科研費の使用に関する相談への対応  

(11) その他、文科省及び日本学術振興会の定めること 

（研究者名簿への登録等） 

第５条 文部科学省及び日本学術振興会の定める科研費への応募資格要件をすべて満た

し、研究者名簿に登録することができる者は、次の各号の一に該当する場合とする。 

(1)  本学の専任教員(外国人契約教員を含む) 

(2)  特別専任研究員 

(3) 客員研究員 

２ 研究者名簿への登録・記載事項の変更等は、名簿への登録等を希望する者が所定の

期間内に総合研に申し出るものとする。 

３ 研究者名簿に登録した者が第1項に該当しなくなった場合は、文科省の定める転出・

退職等の所定の手続きを行う。 

（科研費による研究活動) 

第６条 研究代表者は、科研費の応募及び交付申請を行う場合、不正行為等を行わない

旨の誓約書（科研様式２０及び２１）を提出しなければならない。また、研究分担者
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は、研究代表者による補助事業が交付決定通知を受けた場合、不正行為等を行わない

旨の誓約書（科研様式２３）を提出しなければならない。 

２ 研究代表者及び研究分担者は、交付された科研費による研究活動について、文科省

並びに日本学術振興会の補助条件及び本学の諸規則等を遵守しなければならない。 

３ 交付された科研費による研究代表者及び研究分担者等の研究活動は、本学の業務と

して行うものとする。 

（科研費の執行・管理） 

第7条 交付される科研費は、経理規程第２章第11条第２項に該当するものとする。 

２ 学長宛に送金された科研費は、研究代表者毎の預金口座に振り替えて管理する。な

お、研究代表者毎の預金口座に振替えるまでの間に利息が生じる場合、及び、振替え

た後に利息が生じる場合は、研究代表者に帰属し、その補助事業遂行の為に使用する

ものとする。 

３ 間接経費が交付された場合は、研究代表者毎の預金口座に振替えた後すみやかに所

定の方法により譲渡の手続きを行い、本学は譲渡を受け入れる。譲渡された間接経費

は、別に定める内規に基づき執行する。当該研究代表者が他の研究機関に所属するこ

ととなる場合には、直接経費の残額の 30％に相当する額の間接経費を当該研究者に返

還する。 

４ 科研費(直接経費･分担金)の執行の決裁者は、第3条第3号に基づき総合研究所長と

する。 

５ 科研費(直接経費･分担金)により購入した設備、備品等については、研究代表者から

の寄付を受け入れるとともに、当該研究者が他の研究機関に所属することとなる場合

は、その求めに応じ当該研究者に返還する。 

６ 科研費(直接経費･分担金)の執行・管理の詳細については別に定める。ただし、他の

研究機関に所属する研究分担者に分担金を配分した場合の分担金の執行・管理につい

ては、当該研究分担者が所属する研究機関の定め等に従う。 

（内部監査) 

第８条 文科省及び日本学術振興会の定める内部監査は、内部監査室が行う。 

（他の研究機関の科研費） 

第９条 他の研究機関の科研費について次の業務を行う。 

(1) 他の研究機関の研究分担者になる手続き 

(2) 他の研究機関の科研費による出張に関する手続き 
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第１０条 コンプライアンス推進責任者は、科研費の運営・管理等について疑義等が生

じた場合、公的研究費のガイドライン及び「研究活動における不正行為への対応等に

関するガイドライン（平成26年8月26日文部科学大臣決定）」（以下「不正行為のガ

イドライン」という。）及び本学諸規程の定めにより速やかに統括管理責任者へ報告し

その指示に従うものとする。  

（不正防止） 

第１１条 最高管理責任者、統括管理責任者及びコンプライアンス推進責任者は、公的

研究費のガイドライン、不正行為のガイドライン及び本学諸規程の定めにより、科研

費に関する不正を防止し適正な管理・監査の充実を図るため、不正防止計画推進部署

を置くものとし、総合研究所事務課をこれに充てる。 

２ 前項の各責任者の具体的な責務及び不正防止計画推進部署の役割については、広島

女学院大学における公的研究費の管理・監査の基本方針（2015年3月3日学長裁定）

に定める。 

（規程の改廃） 

第１２条 本規程の改廃は、大学評議会の議を経て学長がこれを行う。 

 

附 則 

１ 本規程は、2008年4月1日から施行する。 

附 則 

１ 本規程は、第1条、第3条、第5条、第7条及び第8条を改正し2012年4月1日か

ら施行する。 

附 則 

１ 本規程は、題目、第１条、第３条、第４条第１号及び第10号、第６条、第10条を

改正し、第３条第２項及び第３項、第４条第８号、第５条第３号、第11条、第12条

を加える。 

２ 本規程は、2008年4月1日から施行された規程の附則１を削り同2を１とし、2015

年4月1日から施行する。 
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広島女学院大学受託研究規程 

2009. 10. 13 制定  

2015.  3.  3 改正  

 

（目的） 

第１条 この規程は、広島女学院大学（以下「本学」という。）における

受託研究の取扱いについて定め、適正な事務処理を図ることを目的とす

る。 

（定義） 

第２条 この規程において「受託研究」とは、本学の専任教員が民間企業、

官公庁等外部機関（以下「委託者」という。）からの委託を受けて公務

として行う研究で、これに要する経費を委託者が負担し、研究成果を委

託者に報告するものをいう。 

（受入基準） 

第３条 受託研究の受入は、本学の教育研究上有意義であり、かつ、本来

の教育研究に支障を生じるおそれがないと学長が認める場合に限り行

うものとする。 

（申込み） 

第４条 本学に受託研究を委託しようとする者は、本学の専任教員と事前

に協議の上、所定の受託研究申込書を、総合研究所を経て学長へ提出す

るものとする。 

（受入の決定） 

第５条 受託研究の申し込みがあった場合において、その内容が適切であ

ると学長が認めたものについて、受け入れを決定するものとする。 

２ 前項において、申し込みの内容は、総合研究所委員会に設置される委

員会（受託研究審査委員会）での審議を経て大学評議会に諮り、学長が決

定するものとする 

（契約の締結） 

第６条 受託研究の受け入れを決定したときは、ただちに学長と委託者と

の間に受託研究契約を締結しなければならない。 

（研究費の負担） 

第７条 委託者は、当該研究の遂行に必要な経費を負担するものとする。 

２ 委託者が負担する経費の内、３０％に相当する額を、本学の雑収入と

して研究に必要な間接経費の一部に使用する。 

３ 前項にかかわらず、次に該当する場合の間接経費の取扱いは、受託研
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究契約の定めるところによる。 

(1) 委託者が国の機関、独立行政法人、地方公共団体である場合 

(2) 当該研究に対する社会的要請が強く、本学の教育研究上極めて

有意義であるもの 

（取得物品の帰属） 

第８条 受託研究に要する経費により取得した設備備品の所有権は、原則

として本学に帰属し、委託者に返還しない。 

２ 物品の調達、人件費の支払、旅費等の計算は、受託研究契約に定めが

ある場合を除き本学の規程に準拠して行うものとする。 

（所管部署） 

第９条 受託研究の取扱いに関する所管部署は、総合研究所事務課とする。 

（規程の改廃） 

第 10 条 本規程の改廃は、総合研究所委員会の議を経て大学評議会に諮

り、学長がこれを行い、教授会に報告する。 

 

  附 則 

１ 本規程は、2010 年 4 月 1 日以降に締結される受託研究から適用する。 

   附 則 

１ 本規程は、第10条を加え、第５条第２項を改正する。 

２ 本規程は、2009年10月13日制定の附則２を削って、2015年４月１日以 

降に締結される受託研究から適用する。 
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